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単一のレーザーガイド星を用いた補償光学系において、有限の高度に存在するガイド星による円錐状の光路で
は無限遠に存在する天体からの円筒状の光路全体をカバーすることができない (円錐効果)。そのため、大気揺ら
ぎが測定できない領域の影響で波面測定が不完全となり、レーザーガイド星を用いた補償光学系の性能向上を妨
げる要因となっている。特に、大口径望遠鏡では円錐効果が大きくなるため、高精度な波面測定を困難なものと
する大きな要因となる。円錐効果を小さくする手法として、複数のレーザーガイド星を用いて円筒状の領域をカ
バーし、かつトモグラフィーの手法を用いて大気揺らぎを高さ方向に分解した波面補正を行うレーザートモグラ
フィー補償光学が提案されている。我々が進めているULTIMATE-START (Subaru Tomography Adaptive optics
Research experimenT)計画では、4個のレーザーガイド星を 20秒角程度の間隔で配置することで円筒状の領域
をカバーできるレーザートモグラフィー補償光学系の開発を進めている。4個のガイド星の波面測定には 4台の
シャックハルトマン型波面センサーを用いる。補償光学シミュレーションによって素子数は 32×32、サブ開口の
視野 7秒角、サンプリングあたり 1秒角というパラメータの最適化が完了し、光学設計を進め、公差解析による
誤差要因の評価を進めている。また、ローリングシャッター読み出しのCMOS型高速カメラを波面センサーに用
いるための性能評価を進めている。本講演では、計画全体および各部分での開発状況の現状について報告する。


